
水彩画のための支持体（水張り）	
 

	
 

制作時に煩わしい皺や波うちが紙面に生じるのを防ぐため、賦彩の前にパネルに水張りを行う。水張りは紙によ

ってその吸収する水分量が異なるため、調節が必要となるが、パネルに張ることによって賦彩の際にウォッシュ

やウェット・イントゥ・ウェット等の水絵独特と云える技法の使用が自由になる。 

 図１  

図２）パネルを裏返し、紙とパネルの見当をつける	
  	
 図３）紙圧力を加えパネルに合わせる  

 図２	
 	
 	
  図３  

① パネルに対し水彩紙が合うように四隅を合わせ、折り目をつける（図２）。折り目をつけておく事によって、水を含ませ裏返し

た際、パネルと紙の位置を合わせる目安となる（図３）。織り込まれる部分の紙が左右上下ともにほぼ同じ幅になるようにすると

次の水張りテープでの作業が容易になる。 

 

図４）水張りテープを辺に合わせて見る	
 	
 	
 	
 	
 	
  	
 図５）テープは各辺よりも少し長めに切る。  

 図４	
 	
 	
  図５  

② ここで、刷毛で水を塗布する前に、水張りテープをそれぞれの短辺、長辺の長さよりも少し長めに、パレットナイフなどを使っ

て２本ずつ切り、後に備えて用意しておく。 

図１）水張りに用いる材料及び道具  
・ 羊毛刷毛 
・ 水張りテープ 
・ 木製パネル 
・ 紙 
・ ウエス 
 



図６）紙を裏返し、裏面に均一に水を塗布する	
 	
  	
 図７）濡らした面（裏）を下に、パネルに置く  
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  図７  

③ まず、表面に折り目をつけた水彩紙を裏面にし、羊毛の柔らかい刷毛に多めに水を含ませ、中央部あたりから水彩紙を隅々まで

濡らす。水は充分に紙全体に行き渡るようにする。200g／㎡以下ぐらいの薄手の水彩紙や和紙の場合、表面を濡らすだけでも十

分な場合もある。紙厚さではなく紙の種類によっても経験則により、水の量を調整する必要がある。濡らした裏面をひっくり返

して最初につけた折り目に合わせてパネルに置く。 

 

図８）表面も裏面に塗った時と同様にする。	
 	
 	
   	
 図９）切っておいた水張りテープに水をつける  

 図８	
 	
 	
   図９  

④ 紙を最初の表面にし、初めに付けた折り目に合わせたら、空気が入らないようにそれぞれの辺を引っ張りながら再び角をしっか

り織り込む。よく水を含ませた刷毛に水張りテープの糊の着いている面を押し付けるようにしながら充分に濡らす。 

図 10）折り目の線に沿って紙にテープを貼る	
 	
 	
 	
 	
 図 11）そのままパネルの裏側にまわし接着する  

 図 10 	
 	
 図 11 

⑤ 長辺あるいは短辺から水張りテープを水で濡らし、紙の側面部分を張り込んでゆく。強く擦るとまだ濡れている紙の表面からテ 

ープがずれてしまうので、綺麗なウエスで押えるように空気を抜きながらテープを貼っていくと良い。片面を貼ったら必ず対辺

を貼る。短辺→短辺→長辺→長辺あるいは長辺→長辺→短辺→短辺という様にするのが紙に皺が寄らずに張る為の原則である。 



図 12）、図 13）紙の角は内側に折り込む	
 	
 	
 	
 	
 	
  図 13）残りの２辺を同様にパネルに着ける	
 	
  

 図 12  	
  図 13 

⑥ 両辺を水張りテープで貼り終わったら、残りの辺も同様に貼っていく。四辺全てを水張りテープで止めれば完成。均等に乾燥す

るように平らな状態にして保管する。直射日光に当たると変色の原因となるので、日蔭の風通しのよい場所で乾燥させるのが望

ましい。 

図 !4）４辺を貼り終えたパネル  

 図 14 
※以上までの工程を施し、乾燥させた水張りパネル（支持体） 
 
 


